
＜ 動物のすみか ～ ⑪ トンボのなかま ＞

９/27，10/４にひたち野うしく小３年生と歩いたみずべ公園、今回はトンボのなかま。

まずは、よく似たイトトンボのなかま２種。上の

写真はアオモンイトトンボのおす。開けた池沼
ちしょう

などに多く見られ、関東地方などでは分布域が北上
ぶんぷいき

しているそうです。腹部第８節と９節下側の水色の
ふ く ぶ せつ せつ がわ

もようが目だちます。

下はアジアイトトンボ。おすの水色のもよう

は第９節。その他、写真では分かりにくいですが、
せつ

胸部がやや細めで小さいなどの違いもあります。
きょうぶ ほそ ちが

続いて、おなじみのシオカラトンボ。全国に広く分布し、また環 境のよいところだけでなくあま
ぶ ん ぷ かんきょう

り良 好でないところまで幅広く生活できるので、最 もよく見られるトンボの一つといえるでしょう。
りょうこう はばひろ もっと

若いうちはおすもめすも黄かっ色と黒のしまもようをしており、成 熟してもめすは麦わら色のままなの
わか せいじゅく むぎ

で別名「麦わらトンボ」とよばれたりしますが、おすは腹部に白い粉をふいてきて体色も青くなるので
べつめい ふ く ぶ こな

白い殻をかぶるから「塩殻トンボ」、あるいは白い粉を塩辛昆布の塩に見立てて「塩辛トンボ」と名づ
から しおから しおからこんぶ しおから

けられたようです。
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アオモンイトトンボのおす。腹部第８節と９節下側が水色。
ふくぶ せつ せつ

アオモンイトトンボとよく似たアジアイトトンボのおす(左)とめす(右)。おすは腹部第９節が水色。
に ふくぶ せつ

シオカラトンボのめす(左)とおす(右)。めすは成 熟しても麦わら色のままなので「麦わらトンボ」ともよばれる。
せいじゅく むぎ むぎ



最後に赤とんぼのなかま。この日は、み

ずべ公園でよく見かける赤とんぼ４種がす

べて観察できました。他の多くのトンボは

幼 虫（ヤゴ）で冬を越しますが、赤とん
ようちゅう こ

ぼのなかまは 卵 で冬を越すため、秋に
たまご こ

交尾、産卵のようすがよく観察されます。
こ う び さんらん

この日もアキアカネなど、つながって飛ん

でいるのも観察できましたね。

まず、ノシメトンボ。他の３種と違
ちが

い、羽の端にこげ茶色の大きなもようがあ
はね はし

るのですぐ見分けられます（リスアカネの

めすはよく似ているので要注意）。
ようちゅうい

次にナツアカネ。おすは成 熟すると
せいじゅく

写真のように顔もふくめ全身まっ赤になる

ので簡単に見分けられますが、めすは
かんたん

胸部のもようでアキアカネなどと見分けま
きょうぶ

す。また産卵のとき、ナツアカネのめすは
さんらん

空中から 卵 をばらまきますが、アキアカ
たまご

ネは腹端を水面に打ちつけるのでそのよう
ふくたん

すからも区別できます。
く べ つ

そのアキアカネです。胸部のもようで
きょうぶ

見分けられると言いました。３本の黒い

帯が見えていますが、まん中の帯がナツア
おび おび

カネでは途中でスパッと断ち切ったように
とちゅう た

なっていますが、アキアカネでは背中側に
せなかがわ

向かって少しずつ細くなっていきます。た

だしどちらも少しずつ差があるので、
さ

判断に迷うこともあります。
はんだん まよ

最後に、上の３種よりは見かけることが

少ないマイコアカネ。写真はおすで、腹部
ふ く ぶ

はまっ赤になりますが胸部は赤くなりませ
きょうぶ

ん。胸部のもようも他とは違いますね。そ
きょうぶ ちが

しておすで何より目だつのは、顔の青白い

色。とても美しく、私の好きなトンボの一

つです。めすはやや小さめなのと、胸部の
きょうぶ

もようをヒントに探してみましょう。
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赤とんぼのなかま。

上からノシメトンボのめす、

ナツアカネのおす、

アキアカネ、

マイコアカネのおす。
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